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新たなる〈地中海〉
(V)：「マリアを通っ
てイエスに」

聖ホセマリアは子供の頃から
聖母に祈っていましたが、成
長するとさらに多くのことを
発見しました。天国のように
近い母親の腕の中にいること
に気がついたのでした。
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５.「マリアを通ってイエスに」



十字架のもとには、イエスの母であ
る聖マリアと何人かの女性たち、そ
れに弟子たちの中で最も若いヨハネ
が立っていました。この悲劇的なと
き、イエスのそばにいたのはこの数
人だけでした。彼ら数人…… それに
野次馬や日和見の群衆、そしてカル
ワリオの丘までイエスを引いてきた
少数の兵士たち、さらにはイエスを
嘲り続けながら自分たちの「勝利」
をたぶん味わっていた告発者たち。
では、他の弟子たちは？ 逃げ去って
いました。

ヨハネ自身がこう語っています。
「イエスは、母とそのそばにいる愛
する弟子とを見て、母に、『婦人
よ、御覧なさい。あなたの子です』
と言われた。それから弟子に言われ
た。『見なさい。あなたの母で
す』」（ヨハネ19・26-27）。そし
てヨハネはこう締めくくります。
「そのときから、この弟子はイエス



の母を自分の家に引き取った」（ヨ
ハネ19・27）。

この若き使徒のうちに、キリストの
母は「人類全体の母として――わた
したち一人ひとりの母、すべての人
の母として――与えられました」
[1]。そのときから、マリアはすべて
のキリスト者の母となりました。最
初の弟子たちはすぐにそのことを理
解したのです。主の昇天の後、主の
不在を悲しむ弟子たちは、マリアの
まわりに集まったのでした。「彼ら
は皆、婦人たちやイエスの母マリ
ア、またイエスの兄弟たちと心を合
わせて熱心に祈っていた」（使徒言
行録1・14）。

わたしたちもまた、マリアが自分の
母であることを個人的に経験するよ
う、またヨハネのように――「キリ
ストの母を『自分のもとに』招き、
自分の内面的な生活、すなわち人と
して、キリスト者としての『自分』



の全領域に迎え入れ」[2]たヨハネの
ように――応えるよう、招かれてい
ます。わたしたち一人ひとりがこの
個人的な道を、自分のやり方、自分
のペースでたどって行くことになる
のです。

わたしもまた、わたしの母マリアの
子なのです

聖ホセマリアは子どもの頃から聖母
への信心をもっていました。時が
たってもその頃の記憶は薄れません
でした。1970年5月、グアダルーペ
の聖母のもとで九日間の祈りノベナ
をしていたとき、こう言っていま
す。「あなたたちに勧めます、とく
に今このとき、子どもの頃に思いを
向け、必要なら努力してでも――わ
たしははっきりと覚えていますが
――思い出すのです、すすんでそう
したいとしっかり意識しつつ、はじ
めて聖母に祈ったときのことを」
[3]。聖ホセマリアがまだ幼なかった



とき、命にかかわるほどの重病がな
おったことを感謝するために、母親
が彼をトレシウダの聖母に捧げたこ
とはよく知られています。聖母への
祈りも、両親から教えてもらいまし
た。長い年月が過ぎたあとも、彼は
それをよく覚えていました。「今で
も私は、毎日毎日、朝も夜も、両親
から教わった奉献の祈りを唱えてい
ます。『み母マリアよ、あなたに私
のすべてをささげます。あなたを愛
し、私の眼、耳、舌、心のすべてを
あなたにささげます……』」[4]。

サラゴサにいたとき、聖ホセマリア
は毎日のようにピラールの聖母を訪
問していました。主が自分に何か特
別なことを望んでおられると感じて
いたので、聖母のもとに馳せよって
いたのです。石膏でできたピラール
の聖母の小さなレプリカが今も残さ
れていますが、その台座には
Domina, ut sit（マリア様、なります
ように）の文字と共に、24-5-924



（1924年5月24日）の日付が釘で刻
まれています。後に聖ホセマリアは
こう言っています、「この小さな御
像は、何年ものあいだわたしの祈り
を具体化していたもので、そのこと
についてはすでに何度もお話しした
とおりです」[5]。

マドリッドに移ったあと、聖ホセマ
リアは別の聖母像を手に入れて、
「接吻の聖母」と呼んでいました。
というのも、家を出るときや帰って
きたとき、その聖母像に接吻して挨
拶していたからです。「しかし、そ
の御像だけでなく、聖母のどんな御
像や御絵を見ても彼は感動してい
た。とくに街路に捨てられていた、
ほこりにまみれた汚い御絵、あるい
はマドリッドの町を行き来するとき
に出会った御像や御絵――たとえば
毎日聖イザベル修道院を出るときに
目にする、タイルに描かれた聖母像
などに、心を動かされたのである」
[6]。



さらに聖ホセマリアは、福音書を観
想することによって、マリアと親し
く付き合い、最初の弟子たちがして
いたように、マリアのもとに馳せよ
ることを学んでいました。キリスト
の生涯を愛を込めて観想した実りで
ある『聖なるロザリオ』の栄えの神
秘、第二の黙想でこう力説していま
す。「ペトロと他ほかの弟子たちは
『大喜びで』エルサレムへと戻って
いきます（ルカ24・52）。（…）け
れども、孤児こじになったような気
がする私たちは、悲しくて仕方があ
りません。そこで、慰めを求めて、
マリアをたずねるのです」[7]。

とはいえ、マリアが自分の母である
ということは、聖ホセマリアがまだ
若い司祭だったときに経験した、ま
た別の新たな「発見」だったに違い
ないでしょう。1932年9月に記され
た「内的覚書」の一つに、彼はこう
書いています。「昨日（…）また別
の〈地中海〉を発見した――また一



つ。つまり、わたしは、わたしの父
である神の子であるとともに、わた
しの母であるマリアの子でもあると
いうことだ」[8]。これは新しいこと
でも何でもありません、よく知って
いて、黙想し、「生き」ていた真理
だったはずなのですが、それが不意
に新たなる意味をもつようになって
きたのです。自分がたどってきた霊
的な道のりを改めて思い起こしなが
ら、聖ホセマリアはこう付け加えて
います。「説明しよう。マリアを
通って、わたしはイエスのもとに
行ったのだ。わたしはこれまでずっ
とマリアを自分の母だと思ってき
た、たとえわたしは良い子ではな
かったとしても（そして、これから
もそうだろうが）」。マリアはすで
に彼をイエスのもとに導いていまし
た。主が彼に何を望んでおられるの
か、それを知ろうとして彼が執拗に
執り成しを願っていたのは、とくに
マリアに対してだったからです。で
はいったい、どこに新しさがあった



のでしょう？ 彼はこう説明していま
す。「だがわたしは、自分がマリア
の子であるということを、もっと明
らかな光のうちに、もっと違った味
わいとともに見たのだ。わたしは昨
日、そう強く感じた。だからわたし
は、ミサの聖体拝領のとき、わたし
の母である聖マリアに言ったのだ、
わたしに新しい服を着せてください
と。わたしがそう頼んだのも当然
だった、なぜならわたしは聖母の祝
日のミサを捧げていたのだから」
[9]。

新しい服という考えには、明らかに
パウロ的な響きがあります。「だか
ら、以前のような生き方をして情欲
に迷わされ、滅びに向かっている古
い人を脱ぎ捨て、心の底から新たに
されて、神にかたどって造られた新
しい人を身に着け、真理に基づいた
正しく清い生活を送るようにしなけ
ればなりません」（エフェソ4・
22-24）。マリアは自分の母である



というこの新たな発見には、つま
り、個人的な回心という内的な味わ
いがあるのです。彼はそのことを
もっとはっきりと見、新たな仕方で
感じ取ったということです、そして
それが、単純ではあるけれども深い
決心――「今からわたしは良い子ど
もになるのだ」という決心――へと
彼を導いたのです。

聖ホセマリアのテキストを徹底的に
研究した人たちが、この発見の背景
を浮き彫りにしています。彼の目の
前に開けたこの新たなる〈地中海〉
についての記述から八日後に、彼は
別のメモを記していますが、それが
やがて『道』に収められることにな
ります。「常に、イエスのもとへ行
くときはマリアを通り、イエスのも
とに『戻る』ときもマリアを通る」
[10]。それは、あるときから彼の心
に兆し始めていたことだったのです
が、不意に彼は、新たに深く、はっ
きりと理解したのです、神との関わ



りのうちに生きるうえでの、聖マリ
アが果たす重要な役割を。そのメモ
から四日後に、彼はこう書いていま
す、「どれほど多くの青年たちに、
その耳元で叫んでやればいいだろ
う、マリアのものになりなさい……
そうすれば、あなたはわたしたちの
仲間となるだろう」[11]。何年も
たったあと、それはどういう意味な
のですかと聞かれたとき、聖ホセマ
リアはこう答えています。「あなた
が完全に理解していることを言いた
いと思います。（…）ひとつには、
マリアへの信心がなければ、わたし
たちは何もできないということ。も
うひとつには、マリアに対して子と
しての信心をもっている人はみな、
主に仕えるための良い心構えができ
ているということです」[12]。つま
り、マリアがわたしたちをイエスへ
と導き、そしてイエスがわたしたち
を父なる神へと導くということで
す。簡単に言えば、マリアは神へと



近づくのを助けてくださる方だ、と
いうことです。

マリアを通ってイエスに「戻る」

1932年の9月のあいだ、聖ホセマリ
アは、イエスへと向かうわたしたち
の歩みにおいて聖母マリアが果たす
役割について、何度も思い巡らして
います。問題はもはや、キリストと
出会うことでも、キリストがわたし
たちに何を望んでおられるかを発見
することでもなく、すでに見たよう
に、どうやってキリストに「戻る」
かということです。この「戻る」と
いう言葉は、彼に近づいた人たちに
とって、目新しいものでした。たと
えば、福者アルバロ・デル・ポル
ティーリョも、この言葉には驚いた
と言っています。「それでわたしは
パドレに聞きました、なぜこう書か
れたのですか？ マリアを通って行く
というのは分かります。でも、『戻
る』というのは…… するとパドレは



わたしにこう言いました、『アルバ
ロ、もしも誰かが不幸にも罪を犯し
て神から離れたとしたら、あるいは
生ぬるさや無気力のせいで神から離
れようとしていたら、そのときは聖
母に頼むのです、そうすれば力をい
ただけるでしょう、必要なら告解に
行く力を、そして誠実に心を開き、
心の隅にあることまで包み隠さず打
ち明けるのです、悪魔と結託して秘
密を半分残したりせずに。そうやっ
て、マリアを通ってイエスのもとに
行くのです』」[13]。

転んだあと起き上がるのはつらいも
のです、しかも、年を取れば取るほ
どつらくなります。肉体的な観点か
らみれば、それは明らかなことで
す。街で高齢者が転んだときどうな
るかを考えればよく分かるでしょ
う。ところで、これは霊的な観点か
らみても同じことが言えるのです。
年齢を重ねれば重ねるほど、赦しを
求めるのがだんだんとつらくなるの



です。自分がまた同じ罪を繰り返し
てしまったとき、わたしたちはそれ
を屈辱と感じ、恥ずべきことと思っ
てしまいます――この年になって、
まだこんなことを、と。自分の弱さ
を思い知らされるのは耐えがたいこ
とです…… それでわたしたちは失望
し、喜びを失ってしまいます。

失望は狡猾な敵で、わたしたちを自
分のうちに閉じこもらせてしまいま
す。神を裏切ったように思ってしま
うのです、たとえば電子機器を買っ
てみたものの、それが期待していた
ほど良いものではなかったと知った
人のように…… けれども、自分がそ
んな状態にあると思ったとしても、
神はわたしたちが思い出すことを望
んでおられるのです、神はわたした
ちのことを完全に知っておられるの
だということを。神は、わたしたち
一人ひとりにも、エレミヤに言われ
たのと同じことを言われるでしょ
う、「わたしはあなたを母の胎内に



造る前から、あなたを知っていた」
（エレミヤ1・5）。ですから、神の
愛はわたしたちにとって確固たる支
えなのです。わたしたちがどのよう
なものであるかを知りながら、神は
わたしたちを愛し、わたしたちのた
めに自分の命を与えることまでして
くださった…… しかもそれは、間
違ってしたことではなかったので
す。たとえこの真理が――慰めに満
ちたこの真理が――はるか遠くにあ
るもののように思えたとしても、わ
たしたちの母であるマリアを思い出
すことは、帰り道を楽にしてくれる
近道となり得るのです[14]。マリア
は、両腕を広げてわたしたちを待っ
ていてくださるあの神の「いつくし
み」へと、特別の仕方でわたしたち
を導いてくださいます。ベネディク
ト十六世は、最後の一般謁見で、こ
う打ち明けています。「皆様にお願
いしたいと思います。主への堅固な
信頼を新たにしてください。幼子の
ように神の手に身をゆだねてくださ



い。神の手がいつもわたしたちを支
え、疲れたときも、日々、歩ませて
くださることを信じてください。す
べての人が、神に愛されていること
を感じることができますように。神
はわたしたちのために御子を与え、
限りない愛を示してくださったから
です。すべての人が、キリスト信者
であることの喜びを感じることがで
きますように」[15]。そうです、ま
さにわたしたちが感じることができ
るように、神はわたしたちにはっき
りと示してくださったのです、父と
しての――そして母としての――愛
を。

神の「母としての」愛は、聖書のさ
まざまな箇所で表されています。最
も良く知られているのは、たぶん、
イザヤ書のこの一節でしょう。「女
が自分の乳飲み子を忘れるであろう
か。母親が自分の産んだ子を憐れま
ないであろうか。たとえ、女たちが
忘れようとも、わたしがあなたを忘



れることは決してない」（イザヤ
49・15）。あるいはもっとはっきり
とこのように。「母がその子を慰め
るように、わたしはあなたたちを慰
める」（イザヤ66・13）。けれど
も、神はもっと先へと行くことを望
まれ、御自分の母を――愛する御子
を宿されたその女性を――わたした
ちに与えてくださったのです。それ
ゆえ、すべての時代のキリスト者た
ちは、わたしたちを赦す神の限りな
い愛へと特別に導いてくれる特権的
な道を、マリアのうちに発見してき
たのでした。

ときとしてわたしたちは、神に向か
うなど難しすぎてできないという人
や、キリストを直接見つめることな
どできないという人に、出会うこと
があります。なにか悪いことをした
子ども、大切なものを壊してしまっ
た子どもが、父親よりも先に母親の
ところに行くのに、少し似ています
ね。同じように、「多くの罪人つみ



びとが、『天におられるわたしたち
の父よ』と言うことはできなくと
も、『アヴェ、マリア、恵みに満ち
た方』と言うことはできるのです」
[16]。だからこの人たちは、マリア
を通って、イエスに「戻る」ことが
できるのです。

マリアに、子としての愛情を込めて

マリアが果たす重要な役割の発見
は、聖ホセマリアの人生において、
霊的幼児の体験と対をなすもので
す。『道』は困難な状況のもとで生
まれた書物ですが、その中のある箇
所で、彼は次のように書いていま
す。「『母よ』と、強く、強く、お
呼びしなさい。聖母マリアはあなた
に耳を傾け、ひょっとしたら危険の
ただなかにいるあなたをごらんに
なって、御子の恩寵（恩恵）を取り
次ぎ、膝に乗せて優しく愛撫してく
ださる。そこであなたは新たな戦い
に赴くための勇気を得たことに気づ



くだろう」[17]。彼の周囲にいた人
たちは、聖ホセマリアがこの言葉に
よって自分の体験をどれほど伝えた
いと思っていたか、たぶん知らずに
いたでしょう。聖ホセマリアは、幼
子として神に近づくことも学んでい
たのでした。

こうした祈りの道の果実が『聖なる
ロザリオで』であり、また『道』の
いくつかの章です。わたしたちがこ
れまで見てきたいくつかの「発見」
は、神とマリアとの信頼に満ちた関
係から生じたものです。実際に、聖
ホセマリアは、その生涯を通じてこ
の道を走り抜きました。この地上で
迎えることになる最後のクリスマス
の少し前に、彼は小グループの子ど
もたちにこう打ち明けています。
「普段、わたしは幼子のようになっ
て聖母の腕の中に身をゆだねようと
します。主にこう言うのです、イエ
ス様、わたしに少しだけ場所をくだ
さい。どうしたらあなたと二人し



て、あなたのお母様の腕の中にいら
れるか、見てみたいのです！ それだ
けでもう十分です。でもあなたたち
は、あなたたちの道を歩みなさい。
わたしと同じ道を、あなたたちがた
どる必要はないのですから。（…）
自由、万歳！」[18]。

確かに、これだけがそこに至るため
の唯一の道ではありませんが、幼子
のようになることによって謙遜が深
められ、人生のさまざまな状況にお
いても希望に満ちた委託――神にす
べてを託すことが可能となるので
す。これはまた、率直かつ自然な態
度で神との関係を深めるための方法
でもあります。さらに、この道は、
自分の弱さや依存性を認めることか
ら始まるわけですから、神に対して
自分の心の扉を開くこと、つまり自
分の心にあるものをすべてさらけ出
すことを可能にしてくれるのです。



子どもは弱くて傷つきやすいもので
す。だからこそ、愛情にはとても敏
感で、大人の態度や振る舞いの奥に
あるものをしっかり感じ取るので
す。ですからわたしたちは、神が
「心に触れ」てくださるよう、心の
扉を開く必要があるのです。教皇フ
ランシスコも若者たちにこう勧めて
います。「イエスはわたしたちに、
豊かな人生を望むかと聞いておられ
ます。イエスに代わって聞きましょ
う、皆さんは豊かな人生を望んでい
ますか？ では、今この瞬間からはじ
めてください、感動する心をもって
いてください」[19]。感動する心を
もつということは、うわべを装うこ
とでも、感傷的になることでもあり
ません、そんなのは本物の愛情では
ない、ただのまがいものです。反対
に、感動する心を再発見するという
こと、感動に身をゆだねられるとい
うことは、神に至る道となりうるの
です。聖ホセマリアは1932年にこう
書いています。「わたしの哀れな心



は優しさに飢えている。Si oculus
tuus scandalizat te…（もしもあな
たの目があなたをつまずかせるな
ら……） いや、投げ捨てる必要はな
い、心がなければ人は生きていけな
いのだから。（…）この優しさ、あ
なたが人の心に置かれたこの優しい
愛は、人があなたをたずね求めると
き、神であるあなたの御心の優しい
愛によって、死に至るまでのあなた
の愛によって、なんと豊かに満たさ
れることでしょう！」[20]。わたし
たちは、この愛の道をたどることに
よって、マリアに、そしてマリアを
通ってイエスのもとに行くことがで
きるのです、子どもが自分の母親を
知り、自分の命をすべて母にゆだね
ることを覚えるようにして。この道
を通って、あるいは神が示してくだ
さる別の道を通って、わたしたちは
広大な〈地中海〉へとこぎ出して行
くのです、いとも美しい天の御母、
聖母マリアに見守られながら。
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